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TOPIX　

◆ 住居表示の枝番制度が 10 月 1 日より開始。 

◆ 市が担うべき消防費用の一部を自治会が負担？

◆ 消防団員確保について

※本市政報告書は、政務活動費を按分により使用させていただいております。

住居表示の枝番制度が 10 月 1 日より開始。

　　　　　令和６年２月定例議会で、

　　　同じ住居表示が多く誤配等を

防ぐためにも住居表示の枝番制度の

導入すべきと訴えたところ、令和７

年１０月より枝番制度がスタートし

ます。

「ご近所さんと住居表示が 11 軒も同じで郵便物の誤配が多い」

――こんなお声をいただき、私は令和６年２月定例議会で住居表示の問題を取り上げました。

ひとりの市民の声からスタート

当時の議会中継 内容の詳細ブログ



市が担うべき消防費用の一部を自治会が負担？

　　　　　　　消防組織法では、消防に

　　　　　　関する費用は市が負担しな

　　　　　ければならないとされていま

す。議会で消防団庫の建て替え費用や維

持費用について、自治会へ負担を求める

ことは法の趣旨に反し、市が責任を持っ

て費用を負担すべきと指摘しました。

市もその認識を示し、是正の必要性を認

めています。

消防団員確保について

消防団は、火災や災害時の最前線で活動し、地域防災を支える大切な存在です。だからこそ、その拠点

である消防団庫の整備や維持管理は、市が責任を持って取り組むべき課題です。

今後は、国の示す標準施設に沿った整備を進め、費用負担の在り方も是正し、市が責任を果たす仕組み

に改めていくことが必要だと考えています。

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

◆消防団庫の課題◆

・本来、団庫の建設費用は市負担。→自治会が一部負担。

（市は事業費の１/２・最大３００万円を自治会に補助）

・敷地が民有地も存在。

・消防団庫にトイレ・会議室がない。

・一部旧耐震のままになっている。

・電気代や火災保険代は自治会が支払いをしている？

・・・・・・・・・・・・・・

◆消防団員の現状と課題◆

【出動実績】

・火災による出動は年間２～４回。

【団員数の現状】

・定数１８５名に対し１５９名（Ｒ７.４月現在）

・令和元年から減少傾向。（１７７名 →１５９名）

・入団数より退団数の方が多い。

消防団は、地域を守る“最後の砦”であり、大規模災害時には行政だけでは対応できない部分を担う極

めて重要な存在です。しかし少子高齢化や働き方の多様化により、団員確保は年々難しくなっています。

だからこそ、市が積極的に制度を導入し、学生や事業者、市職員など幅広い層が参加しやすい環境を整

えることが必要です。私は今後も議会で提案を重ね、地域を守る消防団の活動を支援してまいります。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

消防団員数が２０１９年

以降ＨＰの更新されていな

いため、早急な見直しを求め

ました。また、市職員や大学生を活用する

制度や事業所認定制度、学生団員の周知や

大学との連携、応援店制度の活用も提案し、

平時から市民のためにご活躍いただいてい

る四條畷市消防団を強化することにより、

市民の安全がより守られます。


